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平成２９年度 学校研究課題究推進計画

平成２９年４月２４日(月)

１ 研究主題・構想図

（１）休み時間に、授業の準備をしている。

（２）授業のチャイム開始･終了ができている。

（３）正しい姿勢で授業を受けている。

学 校 教 育 目 標

進んで学ぶ子 心豊かな子 最後までがんばる子

児童の実態

○明るく素直である

表現力・コミュニケーション能力が不足△

△思考力・判断力の育成が課題

家庭・地域の実態

○地域が協力的である

○歴史と自然にあふれている

△二極化の傾向がある

研 究 主 題

言語活動を通して、聞き合い、伝え合う児童の育成

～「見通し 「振り返り」を大切にした学習づくり～」

身に付けさせたい力

○学びに向かう力・人間性

○知識・技能の習得

○思考力・判断力・表現力

学び方

○主体的な学び

○対話的な学び

○深い学び

学びを人生

や社会に生

かす

学習の基盤

○授業規律の確立

○落ち着いた授業環境

○知識・技能の確実な習得

○思考力・表現力の育成
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２ 研究の方向性

聞き方、話し方、話し合いの仕方の指導方法を工夫し、国語科や他教科の学習、活動

の基盤となるような対話をする力を児童に付けさせたい。国語科の「話すこと・聞くこ

と」の領域ということにこだわらず、どの領域の学習でも、対話（ペアやグループ）を

取り入れた学習を行っていく。

対話が成立するための規律や環境づくりを行う。各学年の発達段階に応じた対話の行

い方（人数、机の配置、ルール・マナー、話型等）を考えたり、対話の目的や、対話が

有効な課題の内容、問題提示の仕方などについて考え、授業を行っていきたい。

国語科の中だけでなく、他教科、領域でも対話を取り入れ、学習に生かすことができ

るような基盤を国語科の時間につくることを目指したい。

３ 研究組織

校 長

教 頭

職員会議 研究推進委員会 校内研修

（研修主任・研究主任 等）

学年・ブロック部会 専 門 部 会

低学年ブロック 授業研究部

①授業を支える学級・学年経営

②言語活動を通した授業の工夫

課題の明確化、振り返り

③協同学習・学習形態中学年ブロック

学習環境部

①実態調査アンケート

②教室掲示・言語環境高学年ブロック

学習用語

（ ）③学習タイム 読書・視写・コラム
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研究推進委員会

《授業研究部》

、 。国語科の授業に対話を取り入れ 児童の学びが深まるような授業を目指すために

・話し合いを取り入れる目的について（何のために話し合いをするのか ）。

・話し合いを取り入れる場面

・話し合いをさせる内容

・話し合いのときのルール、マナー

・話型の内容や示し方

・話し合いを行っているときの教師の関わり方

・発表が終わった後の反応の仕方

《学習環境部》

言葉や言語活動（話したり聞いたり、書いたり、読んだり）に意欲をもちやって

みたいと思えるような環境づくり

・ 発表の仕方 「話の聞き方」のルールの見直し、検討、掲示物の作成。「 」

・三尻っ子カードの効果的な活用法

・暗唱コーナー

・読書活動との連携

・学習用語の整理

・実態調査
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４ 研究の見通し

月日 形態 内容

４月２４日 全体研修 方針、研究内容の確認 組織作り

授業者の決定

５月１２日 研究推進委員会 各部で取り組むこと、年間予定（授業等）

５月 日 専門部会 研究内容の検討、計画

６月１５日 研究推進委員会 各部の研究内容について

全体研修の内容について

６月２９日 全体研修 授業研究会①

７月１０日 全体研修 授業づくりについて

夏休み 専門部会 各部の研究内容

学年・ブロック 指導案作成、検討

８月２９日 研究推進委員会 各部の進捗状況報告等

９月７日 専門部会 各部の研究内容

１０月 ５日 専門部会 各部の研究内容

１１月９日 学年・ブロック 指導案検討、研究授業の準備

１１月３０日 研究推進委員会 各部の進捗状況報告等

１２月７日 全体 授業研究会②

１２月１４日 専門部会 各部の研究

学年・ブロック 研究授業の準備

２月８日 全体 授業研究会③

３月 研究のまとめ
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第２回研究推進委員会報告
平成２９年５月１５日

１ 専門部会について

職員会議後の専門部会で、今後取り組んでいくことを話し合う。

《授業研究部》

国語科の授業に対話を取り入れ、児童の学びが深まるような授業を目指すために。

・話し合いを取り入れる目的について（何のために話し合いをするのか ）。

・話し合いを取り入れる場面

・話し合いをさせる内容

・話し合いのときのルール、マナー

・話型の内容や示し方

・話し合いを行っているときの教師の関わり方

・発表が終わった後の反応の仕方

《学習環境部》

言葉や言語活動（話したり聞いたり、書いたり、読んだり）に意欲をもちやってみたいと思え

るような環境づくり

・ 発表の仕方 「話の聞き方」のルールの見直し、検討、掲示物の作成。「 」

・三尻っ子カードの効果的な活用法

・暗唱コーナー

・読書活動との連携

・学習用語の整理

・実態調査

※研究授業の領域や単元が決まっていれば、そこで必要なものを考えることができる。
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専門部会研究の予定

月日 活動予定

５月１５日 研究内容の検討、計画

（７月１０日） 全体研修：授業づくり、指導案等について

夏休み

９月７日

１２月１４日

３月 研究のまとめ
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研究の予定

月日 形態 内容

４月２４日 全体研修 方針、研究内容の確認 組織作り

授業者の決定

５月１２日 研究推進委員会 各部で取り組むこと、年間予定（授業等）

５月１５日 専門部会 研究内容の検討、計画

６月１５日 研究推進委員会 各部の研究内容について

６月２９日 全体研修 授業研究会①

７月１０日 全体研修 授業づくり、指導案等について

夏休み 専門部会 各部の研究内容

学年・ブロック 指導案作成、検討

８月２９日 研究推進委員会 各部の進捗状況報告等

９月７日 専門部会 各部の研究内容

１０月 ５日 学年・ブロック 指導案作成、検討

１１月９日 学年・ブロック 指導案検討、研究授業の準備

１１月３０日 研究推進委員会 各部の進捗状況報告等

１２月７日 全体 授業研究会②

１２月１４日 専門部会 各部の研究

学年・ブロック 研究授業の準備

２月８日 全体 授業研究会③

３月 研究のまとめ


